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編 集 後記

 本年の松本市での日本泌尿器科学会総会で気がついたことがいくつかある．その一つは，ぎっし

り数字や文字のつまったスライドが多いことである．オペラグラスを用いてもなお判読困難なもの

があった．枚数の制限から，こうなるのであろうが，あくまでも見せるスライドであるという立場

で作成してもらいたいものである。また用語の誤読がちょいちょいあった．「増悪」はその1例で

あるが，これについては筆者が日本医事新報に書いた記事の一節をここに引用したい。

  先日，学生に「増悪」をどう読むかきいてみた．「ゾウアク」と答えた者，「ゾウオ」と答え

 た者，ほ腰相なかばした．なるほど「憎悪」に似ている．あるいは似ているからこそ，このよう

 な語が生まれたのかも知れない．学会でも「ゾウオ」と発音している先生がいた．罪なコトバで

 ある．私はこのコトバを憎悪したい．悪化という語でことは足りるではないか．

ついでにいうと， 「増悪」は広辞苑にはのっていない．

編 集 委 員

’（T．T．）

石 神 嚢 次

園 田 孝 夫
前川正信 宮崎 重 新谷 浩
友吉唯夫（副主幹）  吉田 修で主幹）

  購 読 要 項
1．発行は原則として毎月とし，年間購読者を会員とします．
2．会員ぽ年間予約購読料5，000円（送料とも）前納していただきます．

  分売は原則としていたしません．払込みは振替に限ります．口座番号京都4772番泌尿器科
 紀要編集部宛．外国は送料とも年間25ドルです．

3．入会は氏名（フリガナ），住所（雑誌郵送先），勤務先をご記入のうえ編集部あて，はがきにて

 お申し込みください．

  投稿内規（1969年1月改正）
1．原稿の種類は綜説，原著，臨床報告，その他．和文または英文とします．

2．原稿の長さは制限しませんが簡潔に願います．
ハ    イロ ユ に や ロロ  コハハ ぬニロ にアディ し ノコ   ロとぶ お  コ  ロ     ユけ  も トハ    ポ リ  ワド    れコ ハセ つ  ユ    ぞ ヵ     ユ   けロ     け  つ   ユ

b．刑又尿桐ほ卿U子話尿道用繊慎青ざとし，当用俣子，十か7よ，現代か1よっかいを用い，斤刀tl！よ

 には「」を要しません．表，図の説明はなるべく英文にしてください．文中欧語学術用語は固

 有名詞，記号以外はキャピタルではじめる必要はありません．必ず英文抄録をつけ，これには英

 文の表題，所属機関名，ローマ字著者名も記入しておいてください．

  英文抄録は詳細なものを歓迎します．ご希望の場合は当編集部にて作成しますので，抄録用の

 和文原稿を別につけてください．明野の実費は申し受けます．

4．英文原稿の場合はタイプでダブルスペース打とし，和文表題と和文抄録をつけてください．

5．数字はすべて算用数字を使用し，数量の単位はm，cm， mm， cc・m1， k9，9， m9，。C，μ，％・

 pHなどを使用し．は不要です．またBUN IVP NPN PSP TURなども，を要しません．
6．表，図，写真などはすべて別紙とし，説明は和文，英文を問わずTable 1， Fig・2等として
 ください．

7．文献の書式は次のようにしてください．

 A 雑誌の場合 著者名＝学名，巻数：呼数，西暦年次． （論文題名は自由です）

   文献名は正式略称を用いてください．

   例：日泌尿会誌臨床皮泌，皮と泌，泌尿紀要，臨泌；J・Uro1・， lnvest・Uro1・， Zschr・

     Urol・等．

 B 単行本の場合 著者氏名：書名．語数，Vo1．数， p・数，発行所，出版地，年次．

8．校正は初校のみ著者にもお願いし，再校以降は編集部のみがおこないます．著者複数の場合，

 校正責任者をお示しください．

9．原稿は返却いたします．

10．原稿到達日を受付日とし，予約による受付けはいたしません．

11．原稿送り先は，〒606京都市左京区聖護院京大病院泌尿器科紀要編集部，書留便．
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